


















































































































































関市成人学級講座受講料徴収条例の廃止について 

 

主旨  成人学校講座受講者からの受講料（520 円/1 講座）の徴収を取りやめるため、

徴収の根拠法令である標記条例を廃止する。 

 

理由  現在開講している公民館主催の講座で、成人学校講座のみ受講料を徴収してい

るため、講座受講費の均衡と生涯学習の実践に伴う市民の負担軽減のため、全て

の公民館講座の受講料を無料とする。 

   （材料代、テキスト代などは、講座開催のための必要経費として引き続き受講生

の実費負担とする。） 

 関市成人学級講座受講料徴収条例 （昭和３１年３月２６日関市条例第３号） 

第１条 市は、成人学級講座を受講する者から受講料を徴収する。 

２ 受講料の額は、１科目につき、520円とし、受講願を提出する際に納入しなければ

ならない。 

第２条 納入した受講料は、いかなる事由があってもこれを還付しない。 

 （附 則） 略 

                      

経過 

●関市公民館運営審議会委員による書面表決 

 令和 4年 12月 7日付 関市成人学級講座受講料徴収条例の廃止に係る書面評決依頼 

 表決書受付期間：令和４年１２月７日（水）～令和４年１２月２８日（水） 

 書面評決の結果 

定 員 表決書提出  承 認 不承認 

１５ １３ １３ ０ 

 

●関市成人学級講座受講料徴収条例（昭和 31 年３月 26 日関市条例第３号）を廃止する条

例を令和５年第１回定例会（３月議会）に提出  

 令和 5年 3月 3日 文教経済委員会で審議 

 令和 5年 3月 17日 可決予定 

 

施行期日 令和５年４月１日 

 ⇒ 令和５年度前期講座（R5.5月開講予定）から徴収を取りやめる。 


